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１．研究の対象 ライソゾーム病，ペルオキシソーム病患者

２．研究目的・方法 ライソゾーム病・ペルオキシゾーム病は指定難病にも認定された希少難病
の代表的疾患群であるため、その病態生理の解明や治療法の開発には症例
の集積が必要である。しかしながら全国の患者の実態は不明な点が多い。
そのために本研究ではライソゾーム病・ペルオキシゾーム病の全国疫学調
査を目指す。まず一次調査を実施し，さらに現在の日本人における、でき
るだけ正確な患者数の把握を行う。そして臨床像、自然歴の把握、解明を
目指した２次調査を行うことにより，疾患患者の情報収集し将来的な診療
の貴重なデータとする。 

３．研究に用いる 
試料・情報の種類 

アンケート調査

４．外部への試料・情報の 
提供

衛藤班の全国調査研究チームの施設 

５．研究組織 多施設共同研究（当院研究者が代表研究者）


